





｜『裏銚訂鹿りぃ州脚雛蝋蝋湖離して、一週剛遅れれば九１セント、一ヶ月ｗことばほどおそろしいものはない。アメリカちんと没収された。の大学の図掛館での話である。いうまでもなところが民俗学研究所などでは、オーヴやく、図譜の返却期限切れということばなのだｌデューの本を返しに行っても絶対に延滞〈鉦これか実にきびしく取り扱われた．インディアナ大学の民俗学研究所の図書館繩Ⅶ州純川壺牝鮓川加ＭＭＩ州貝仙一）州州》に入ったとき、その受付けの横の壁に、コマというように茶目気たっぷりの表悩をして、切れやワンヵットなどのいくつもの漫画が、ボールペンの先で、例の没画の上を、こつ戸雑誌から切り披かれて眼りっけられていたのっと叩いてみせた。には雛いた。これが全部オーヴァーデュ１にメイン・ライブラリーではそうはいかない側するものだった。そのうちの一つで、かなある留学生が、州圃の日が近づいたので本棚り大きなワンヵットの漫画が、強く印采に残を雛班していると、うしろからばとりと一冊っている。一人の若い男が林の中に逃げ》｝んでいる。彼は見るからに善良そうな顔をしているのだが、小脇に一冊の本を抱、肴木陰に身を細めて》）ちらをうかがいながら、おののいている。本と図書館●●●●●●●●小●●●bＤＣ●宗●●●0●●●●●、●●●●●b●，Ｏ●●●■､●●●‐ それをこちらから追いつめている図欝館凰風の男は、長い野球のバットのような棒を手雁している。「この野郎見つけたぞ、もう逃がさんぞ〕といった恰好である。その漫画のタイトルが、「オーヴァーデューノ」であった。これには金がからんでいる。ンデイアナ大学では、 イ図瞥の返却期限が切れた場合には、遅れた第一日目には二五セント、第二日目からは、それに五セントづっ加算されて延滞金が没収されるという規則があった。だから右の漫画も、一つには本・を返せというのと、他には金を払えというのとの、二様の意味に受け取れる。むろん逃げている方だって、この二つがくっついていからこそ逃げまわついないのだが。 るているにちが の本か藩ちた，見ると、とつくに忘れていたオーヴァーデューの本であった。あわてて図書館にすっ飛んで行ったが、六ドル取られたといって、しよｆＩ ８ 力えってｌ した。これを係貝がいない隙に返却机の上において帰ったり、係員がいてもオーヴァーデューであることをいわずに、うまくごまかして帰った場合どうなるか。たちまちのうちに発見されて大学のチェック，Ⅱストにのせられ、コンピューターに記憶させられる。その結果、このコンピューターの指令によって、学期末の成縦表をはじぬその他証明響など一切のものの発行が、自動的に停止されるのである。私は留学’中、ペーパーの締め切りと共倶この図書のオーヴァーデューに関して便まさに戦々競々のおもいで過》）した。何しろどちらも、日本の大学で悪い癖がついている。それでもやはりＰ時Ｉ 々、オーヴァＩデューの本をつくった。最初それをやったときはンヨックであった。図轡館で本を出し、係員がオーヴァーデューであるかどうか日附けを確かめている間は、まったく目らが罪人になったような心境でさえあった。係員は、むつかしい顔をして、「ふむ」と眩いた。私はきまつただけの額を、おそるおそる差し出した。ところが、その係員は、私から金を受け取大学のメイン・ライブラリーでると、ニッコリ笑っていったものだ。ⅢかにＭ柵Ⅷ》悼噸川Ⅷ湘沈吋州「サンキュー〕侭と倶８ｋ日旦珂ｉｔ
